





























































































































城の崎にて ス　ト　ウ 夫 人
句のタイプ 度数 比率％ 句のタイプ 度数 比率％
動＋タ 1328．07 名＋ノ 89810．68
副 1287．83 名＋二 5526．57
名÷ハ ユ22 7．46名＋ハ 5496．53
名＋ノ 1207．34 名＋ヲ 5296．29
動＋テ 1167．G9 動＋テ 5206．19
名＋二 1096．67 副 4765．66
動 1026．24 名＋ガ 4104．88
名＋ヲ 92 5．63 動 3914．65
名＋ガ 84 5．14 連体 3053．63
形 53 3．24
? 2472．94
．連体 41 2．51 動＋マシタ 2302．74? 38 2．32 形 2192．61
形動 33 2．02動＋タ 2022．40
名＋へ 29 L77形動 162ユ．93
接 27 1．65 名＋ト 1511．80
名＋モ 25 L53名＋モ 1281．52
名＋デ．・ ま21 1．44
考察は， この論の 動＋マセン 81 0．96
と 動＋マス 79 0．94
きについてみてい 動＋ト 73 0．87
名＋ニハ 71 0．84
名＋カラ 71 0．84
示すもの 名＋デス 50 0．59
168 動＋デ 45 0．54







ノ）一 （名詞＋ 名＋デモ 31 ◎．37
」 動＋ヤウナ 31 0．37
褻2．匂タイプの贔翻系統内分霧
城の綺にて ストウ夫入句のタイプ 度数 比率（紛 度数 比率（％》
名　詞　系 76746．9143085626
動　詞　系 53732．84256730．54
形容詞系 73 4．46 3123．71
形容動詞系 37 2．26 170 2．02
副　詞　系 1539．36 5526．57
連　体　詞 41 2．51 3203．81
接　続　詞 27 L65134 1．59
感　動　詞 0 0 29 0．35





















? 推　移 確　率 顯 度 推　移 確　華
位 先行　一　後続 鍛 一 一 位 先行一　後続 数 一 一1 （動＋テ〉一（鋤＋タ） 3832．76％ 28．79％1 （名＋ノ）一（名＋ユ） 14315．92％25．91％
2 （名＋ノ〉一（名＋二） 262L6723．85 2 （名＋ヲ）一（動＋テ） 王3425．3325．77
3 （名÷ハ）一一　（捌） 252G．4919．53 3 （名＋二）一（動÷テ） U320．472L73
4 （動＋テ）一　　（動） 2218．972L574 （名＋ノ）一（名＋ヲ） 11G12．2520．79
5 （名＋二）一（鋤やテ） 2G18．35 17．24 5 （名＋ハ）一　（剛） 10418．942L85
6 （名＋ヲ）一（鋤＋タ） 1617．39 王2．12 6 （名＋ノ）一（名＋ガ） 9310．3622．68
7 （名÷ヲ）一一働＋テ） 1516．30 12．93 7 （名牽ハ）一（名＋ノ） 8916．2ユ 9．91
8 （動）　一（名争ガ） 1312．7515．48 8 （名＋ヲ）一　働） 8716．452225
8 （名＋ノ）一（名＋ノ） 1310．83 10．839 （名＋ノ）一（名＋ハ） 82 9．13 14．94
8 （名＋ガ）一（動率テ） 13 7．07 1L2110（名＋ノ）一一（名＋ノ） 81 9』2 9．02
11（名÷ガ〉一　　（醐 12 6．57 9．38 10 （醐　一一（名＋ノ）’ 8117．02 9．02
11（名÷ノ）一（名牽ガ） 1210．00 王4．29 11 （連体）一（名＋ノ） 7123．28 7．91
1ユ （醐　一（名＋二） 12 9．38 王LO1 12（動率テ）一働÷マシタ｝ 7013．4630．43
11 （醐　一（動÷テ） 王2 9．38 10．34三3 （動÷テ）’一　（動） 6712．88 17．14
15 （動）　一（名＋ヲ） 11 ま0．78 1L96ユ荏 （動〉　一（名＋ガ） 5915．09 14．39
15（名＋ノ）一（名牽ヲ） 11 9．17 1L9615 （動）　一（名＋ノ） 5614．32 6．2喋
玉5 （名÷二〉一（動＋タ〉 n 1（｝．09 3．33 16 （動）一（名＋ハ） 5313．55 9．65
王5 （醐）　一（名＋ノ） 11 8．59 9．17 王7 （名＋二）一　（動） 50 9．06 12．79
19（名＋ヲ）一一　（動） 王0 10．87 9．80注）→は先行句からの確率を示す。


















































顯位 文頭句 度数 生起輌 頗位 文須句 度数 生起鯛
1 名詞＋ハ 57 27．27 1 名詞＋ハ 13217．05
2 名詞＋ノ 26 12．44 2 接続詞 12315．89
3 副詞 21 10．04 3 名詞＋ノ 10113．04
3 接続詞 21 10．04 4 連体詞 7810．07
5 連体詞 14 6．69 5 副詞 73 9．43
6 名詞＋ガ 10 4．78 6 名詞＋ガ 41 5．29
7 名詞 6 2．87 7 名詞 36 4．65
8 形容詞 5 2．39 8 名詞＋ヲ 25 3．22
8 名詞＋デ 5 2．39 9 感動詞 20 2．58
覧8 名詞＋二 5 2．39 10 名詞＋二 19 2．45
8 名詞＋ヲ 5 2．39 11 名詞＋ト 三1 1．42































順位 後続句 度数 鵜確率％ 顧｛立 後続句 度：数 推移確率％
1 副詞 25 20．49 1 副詞 10418．94
2 名詞＋ノ 12 9．84 2 名詞＋ノ 89 三6．21
3 形容詞 9 7．38 3 名詞＋二 41 7．46
4 名詞＋二 7 5．74 4 連体詞 33 6．01
5 形容動詞 5 4．10 5 名詞＋ヲ 30 5．荏6
6 名詞＋デ 5 4．ユ0 6 形容詞 24 4．37
6 名詞＋ヲ 5 4．10 6 名詞 24 4．37
8 連体詞 4 3．28 8 形容動詞 16 2．91
8 名詞 4 3．28 9 名詞＋ト 12 2．18
10名詞＋へ 3 2．46 10名詞＋モ 11 2．00
「名詞＋ハ」 の総：数：122 10名詞＋ガ 11 2．00







































































顧位 文　末　句 度数 終東朝 願位 文　末　句 度数 終束綱
1 動　罰　＋　タ 10851．67 1 動詞＋マシタ 22929．58
2 動　　　　　詞 2913．87 2 動詞＋マセン 8010．33
3 形容詞＋タ 7 3．34 3 動詞＋マス 7910．20
3 動詞＋ナカッタ 7 3．34 4 名詞＋デス 50 6．45
5 動詞＋ナイ 6 2．87 5 名詞＋デシタ 32 4．13
6 名　詞　＋　ダ 5 2．39 6 動詞＋マセンデシタ 25 3．22
6 名詞＋タツタ 5 2．39 7 動詞＋タノデス 24 3．10
8 動詞＋レタ 4 L91 8 名　　　　　詞 18 2．32
8 形　　容　　詞 4 1．91 9 名　詞　＋　ダ 8 1．03
10形容動詞＋タ 3 1．43 9 名詞墜デセウ 8 1．03




























順位 先行句 度数 推移確率 順位 先行句 度数 描移確率
1 動詞＋テ 38 28．79％ 1 動詞＋テ 70 三3．04％
2 名詞＋ヲ 16 12．12 2 名詞＋ヲ 37 16．09
3 名詞＋二 11 8．33 3 名詞＋二 23 10．00
4 副　　詞 6 4．55 4 名詞牽ガ 17 7．39
5 名詞＋ガ 5 3．79 5 劇　　　　詞 10 4．35
5 名詞＋デ 5 3．79 6 動詞＋ヤウニ 7 3．04
5 名詞＋ノ 5 3．79 6 動詞率レテ 7 3．G4
8 動詞牽デ 4 3．03 8 名詞＋デ 6 2．61
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襲14．「本が飲みたい」型と
　　　「水ヲ飲みたい」型（ストウ夫人）
（先行句） （後続句） 確　率
（名＋ガ）一→（動＋タイ系）10，24％
〈名＋ヲ）一→（動十タイ系）　◎．57
（名＋ガ〉←一（動＋タイ系）
（名＋ヲ）一（動＋タイ系）
8．33
25．00
る。この表で「動＋タイ系」としたの
は，　「飲みたい・飲みたく・飲みたか
った……」など，動詞に助動詞「たい」
のついた型の句を一括したものである。
表14の結果をみると，すくなくとも，
「ストウ夫人」のデータからは，　「水
ヲ飲みたい」的なパターンの方が，　「水が飲みたい」的なパターンよりも成立
しやすいとみることができる（「城の崎にて」の方は，「（名詞＋ヲ）一（動
詞＋タカッタ）」の連接形が一例あっただけで，この点についての結果を出す
には至らなかった）。
　つぎに，「城の崎にて」のデータにもとづいて「天気がいい則型の構文と，
「天気ノいい日」型の構文の推移確率を計算すると，表15の通りになる。また
「雨が降るHjのタイプと「雨ノ降るR」のタイプについて，　「ストウ夫人」
のデータから推移確率を求めると表16のようになる。この二つの表を見ると，
劉5．「天気かいい則型と　　　　　　　　　「天気がいいB」型と「天気の
　　　「天気ノいい則型賊のwaにて）　いvaj型では，「ガ欄の方
　（先行　句）一（後　続　句）　　　 　　　　　 　　　　　推移確率
（名＋ガ）秘（形）5野（名詞系〉
（名＋ノ）螺（形）聾（名詞系）
（名＋ガ）ゑ運と（形）・蝉（名詞系）
（名＋ノ）2・’ZZ一（形）・攣（名詞系）
18・n
8．81
2．01
1．38
褻16．　「雨が降る圏」型と
　　　r爾ノ降る則型（ストウ夫人）
（先行　句）一（後　続　句）
（名＋ガ）1遡（動）9蝉（名詞系）
（名打ノ）鯉（動）瓢9（名詞系）
（名＋ガ）み亙（動）趣（名詞系）
（名＋ノ）鯉（動〉腿（名詞系）
推移確率
15・ｨ
18．20
1．48
3．79
が成立しやすく，「雨が降るB」
と「雨ノ降る日」では，わずか
にrノ格」の方が成立しやすい
という結果になっている。すな
わち「（名詞÷ガ・ノ）一（形
容壇上・動詞句）一（名詞系）」
の系において，「形容詞刎が
選ばれたときは「ガ格」に，
r動詞句」が選ばれ．たときは
「ノ格」になりやすいというわ
けである。なお，表15・表16の
「名詞系」は，名詞ではじまる
句（文節〉を一捲して扱ったも
慧講
のである。
　以上の結果は，今回とりあげた二つの短編小説から得たデータをもとにした
ものなので，これをもって，B本語の構文の一般的な傾向を推しはかることは，
もちろん，できないが，このように推移確率を用いて，構文上の問題を考察す
ることの利点を理解してもらえれば充分である。単に，度数カウントのみ1こよ
って構文上の数理的な傾向を分析することは，センテンスが，一面において，
確率的な過程を経1て成立してくることを考えると，場合によっては，かなり危
険であると言わざるをえない。今までに挙げた諸例からもわかる通り，旬と句
との結びつく可能性というものは，文頭から文末方向へ，先行句を初期状態と
した場合と，文末から文頭方向へ，後続句を初期状態とした場合とでは，かな
り違ってくる。ということは，構文上のある事象が，句と句との連接や関連に
基づいて生ずるとき，先行旬からみた重みと，後続句からみた重みとは，必ず
しも一致しなV㌔むしろ，ある場合には，先行句から求めた傾向と，後続句か
ら求めた傾向とが逆になること・もありうることを示している。
　簡単な話が，英語においては，QのあとにはUが来やすい，これは事実であ
るが，Uの前に来やすいのは，決してQではなくて，0である。溝文章の間題
においても，たとえば，連体詞文節のあとには百パーセント体言文飾が続くが，
体言文節の前にもっとも現われやすいのは，決して連体詞句ではなく，表3で
わかる通り「名詞＋ノ」のタイプの旬である。
　今回の調査においても，さきに「城の騎にて」のデータに基づいて表15に示
した「天気かいい日／天気ノいい則型構文の確率過程を，「ストウ夫入」に
ついて調べてみると，表17のようになる。すなわち，この場合には，先行句か
らたどると「ガ格」の方が成立しやすく，後続句からたどると「ノ格」の方が
襲17．推移確率の逆転例（ストウ夫人）　　　　　成立しやすいという結果になる。
（先　行　句）一一（後　続　句）　推移確率
（名論晶晶蝉翻系）24
（名＋～然）鱈（形）製4（名詞系）　20．
（名評ガ）ゑ二蚤（形）〈阜墨…（名詞系）　2．
（9，＋ノ）羅3彬〉灘｛6（事由　4．
したがって，すくなくとも「ス
トウ夫人」のデータの範囲では，
このタイプの下文に「ノ格」が
選ばれやすいか，　「ガ格」が選
ばれやすいかは，きわめて微妙
145
で，どちらとも決めにくい。もし，これを単純な度数カウントによって分析し
たならば，おそらく，こうした事実はとらえられないに相違ない。
　構文の上の，句と旬とのつながり具合や，関連性を求めたり，あるいは，句
の順序や呼応などを数量的に解釈したりするさいには，単純な度数カウントで
分析するよ｝）は，やはり，確率過程の観点を導入した方が確実である。
　また，従来の構文論や語順研究は，どちらかというと，実際の発話や文章に
もとつかず，整理された例文や演釈的な方法をもって分析を進める傾向が強か
ったように思われるが，研究対象を確率的な手法で，実際の文章からとり出す
とともに，その分析においても，確率論的な方法を考えてみることが，また，
必要なのではないかと思うのである。
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